
死
者
五
人
、
負
傷
者
三
十
三
人
を
出

し
た
『
い
な
ほ
脱
線
事
故
』
か
ら
一
年
と

な
る
十
二
月
二
十
五
日
、
庄
内
町
で
慰
霊

式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
国
労
は

中
央
本
部
・
佐
藤
委
員
長
は
じ
め
、
東
日

本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
、
他
代
表
五
名
が

現
地
を
訪
れ
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
献

花
を
し
ま
し
た
。

庄
内
町
文
化
創
造
館
で

追
悼
慰
霊
式
開
催

追
悼
慰
霊
式
は
、
十
二
月
二
十
五

日
に
庄
内
町
文
化
創
造
館
・
響
ホ
ー

ル
で
十
五
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
関
係
者
な
ど
含
め
四
百
名
以

上
の
方
々
が
出
席
、
国
交
省
大
臣
、

山
形
県
や
各
関
係
自
治
体
、
山
形
県

警
、
消
防
署
、
病
院
な
ど
代
表
の
方

も
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

風
対
策
に

百
億
円
を

投
入
し
た

事
故
調
委
が
事
故
発
生
か
ら
五
日
後
に

原
因
は
、
横
風
と
ほ
ぼ
断
定
し
た
こ
と
か
ら

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
風
速
計
や
防
風
柵
の
増
設

な
ど
、
こ
の
一
年
で
総
額
百
億
円
を
風
対
策

に
投
入
し
ま
し
た
。
強
風
が
予
測
さ
れ
る
越

後
線
・新
潟
～
白
山
間
の
信
濃
川
橋
梁
な
ど

管
内
四
ヵ
所
に
『強
風
警
報
シ
ス
テ
ム
』を
導

入
。
ま
た
、
余
目
駅
に
局
地
的
な
突
風
観
測

に
役
立
つ
と
さ
れ
る
ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
設

置
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

再
発
防
止
を

マ
ス
コ
ミ
は
再
発
防
止
の
立
場
か
ら
一
斉
に

特
集
を
組
み
『風
速
計
だ
け
で
な
く
気
象
情

報
も
活
用
し
て
い
れ
ば
・
・
・
』
『
事
前
に
防
風

柵
が
あ
れ
ば
・・・。
減
速
し
て
い
れ
ば
・・』と
遺

族
の
無
念
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
県
警
捜

査
本
部
か
ら
も
、
当
日
、
徐
行
な
ど
規
制
処

置
が
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
強
風
対

策
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
『
自
然
災
害
の
側

面
だ
け
で
な
く
事
故
を
予
測
し
、
安
全
を
確

保
す
る
責
任
』を
Ｊ
Ｒ
に
求
め
る
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
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★『鉄道輸送の安全』について労働組合としてどのように向き合うべき

か、悲惨な事故から一周年を契機にあらためて問われている。

★地方本部は、昨年11月に公共交通の安全を考える集会を開催し規制

緩和と安全・安定輸送との関わりなどについてダンプ・タクシーや港湾

の仲間と共に学習し合った。この場でも輸送の安全をきちんとチェックし、改善提

起できるものは、現場労働者であることも確認してきたところである。つまり現状

と問題点を把握できる立場にあるということである。国労が提起している仕事・職

場総点検運動の原点でもある。 ★いなほ事故が強風に起因しているとはいえ、

『仕方の無いこと』と済ますわけにはいかない。鉄道の提供するサービスには利便

性・速達性があるが、最大のサービスは安全性である。この点で鉄道のサービスは

新薬の開発に似ている。如何に良く利く薬を開発したところで、安全性が担保され

ていなければ、何もならないからだ。このことを、ＪＲの経営陣は肝に銘ずるべきだろう。★昨年12月20日、福知山線事故の

『事故調査に関する報告書の案』が航空・鉄道事故調査委員会から発表され、企業体質に言及している。要はコスト削減・効率

化優先のもとで労働条件含めた労働環境全体が安全・安心を担保できるようになっているかどうかであろう。★地方本部は、い

なほ事故以来、解明要求含めて重要な問題点を提起してきたが、未だに明らかにされていない。真摯に向き合う姿があってしか

るべきである。『命を運ぶ企業として信頼される会社』つまり『安全・安心な鉄道』をつくるためには、労働組合が、そのチェッ

ク機能を充分に発揮することと、会社がそれらの声に謙虚に耳を傾けることが大前提なのである。



マ
ス
コ
ミ
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月

の
朝
日
新
聞
・夕
刊
に
は
《鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
乱

れ
が
年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年

度
に
起
き
た
列
車
運
休
や
三
十

分
以
上
の
遅
れ
（輸
送
障
害
）は
五
千
二
百

一
件
で
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し
た
一
九
八
七
年
度
以

降
で
最
悪
を
更
新
し
た
。
時
刻
表
が
複
雑
・

過
密
化
し
て
乱
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
加

え
、
鉄
道
各
社
の
過
度
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
原

因
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
た
結

果
起
き
る
事
故
も
絶
え
ず
、
専
門
家
は
『障

害
の
中
身
を
分
析
し
、
対
策
を
も
っ
と
練
る
べ

き
だ
』と
警
告
す
る
。
》と
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
五
日
は
素
晴
ら
し
い
天

気
で
雲
ひ
と
つ
無
い
快
晴
で
し
た
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
写
真
は
鳥
海
山
で
す
。
地
元

の
人
で
も
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
ら
し
い
で
す
。

昨
年
の
事
故
当
日
は
、
大
荒
れ
の
天
気

で
猛
吹
雪
の
中
で
の
復
旧
作
業
で
し
た
。

追
悼
慰
霊
式
に
は
本
部
・
佐
藤
委
員
長
・

東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

こ
の
準
備
で
は
地
元
、
酒
田
支
部
の
み

な
さ
ん
か
ら
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
二
〇
〇
七
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
を
取
り
組
ん
で
、
せ
い
い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

『
イ
ノ
シ
シ
年
』
で
す
か
ら
突
っ
走
る
・

猛
進
す
る
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
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Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

発
生
件
数

列
車
走
行
百
万
㌔
あ
た
り

（
う
ち
部
内
原
因
）

発
生
件
数
（
う
ち
部
内
原
因
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
１
２
３
９
（
３
３
９
）

７
・
４
９
（
２
・
０
５
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
１
３
８
９
（
５
５
６
）

６
・
０
３
（
２
・
４
１
）

Ｊ
Ｒ
東
海

２
３
２

（
６
６
）

４
・
９
３
（
１
・
４
０
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
３
５
０

（
１
５
１
）

８
・
９
９
（
３
・
８
８
）

Ｊ
Ｒ
四
国

５
３

（
１
６
）

２
・
４
６
（
０
・
７
４
）

Ｊ
Ｒ
九
州

２
４
２

（
９
２
）

３
・
７
１
（
１
・
４
１
）

Ｊ
Ｒ
貨
物

３
６
５

（
２
２
０
）

４
・
９
０
（
２
・
９
６
）

★
中
越
・
直
江
津
支
部
旗
開
き
～
一
月
十
二
日
（
金
）

★
新
潟
・
酒
田
支
部
旗
開
き
～

一
月
十
三
日
（
土
）

★
第
百
七
十
七
回
拡
大
中
央
委
員
会
～
一
月
二
十
七
日
・
交
通
ビ
ル

★
新
潟
貨
物
協

定
期
委
員
会
～
二
月
三
日
（
土
）

★
第
二
十
四
回
エ
リ
ア
本
部
拡
大
委
員
会
～
二
月
四
日
（
日
）
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